





























─  教職希望学生を対象とした調査を通して  ─
An Exploratory Study on Acquiring Competencies and Abilities which 
Influence Classroom Management
― The questionnaire survey of university students who are teacher candidates ―
酒井　研作・溝部ちづ子・斉藤　正信・財津　伸子







































調査で用いた質問紙は，「第 1 部：学級経営に必要な資質能力に関する質問」と「第 2 部：フェ
3イスシート」で構成される。







































得する学生 31 名を対象とした。調査実施日は，平成 29 年 12 月 7 日である。回答者の性別は，男
性 15 名（48.4％），女性 16 名（51.6％）である。取得する免許・資格の状況については，小学校
教諭一種免許状と併せて，幼稚園教諭一種免許状を取得する者が 2 名（6.5％），保育士資格を取得




19 名（61.3％），「どちらとも言えない」が 4 名（12.9％），「あまり熱心に受講していない」が 1
名（3.2％），「熱心に受講していない」が 0 名（0.0％）であった。
「学校でのボランティア活動」については，「半年未満」が 1 名（3.2％），「半年以上 1 年未満」
が 11 名（35.5％），「1 年以上 1 年半未満」が 5 名（16.1％），「1 年半以上 2 年未満」が 6 名（19.4％），
「2 年以上」が 5 名（16.1％）であった。また未経験の回答者も 3 名（9.7％）存在した。
「サークル活動」については，「非常に熱心に活動している」が 7 名（22.6％），「どちらかと言
えば熱心に活動している」が 3 名（9.7％），「どちらとも言えない」が 5 名（16.1％），「あまり熱
心に活動していない」4 名（12.9％），「熱心に活動していない」が 12 名（38.7％）であった。
「アルバイト」については，「非常に熱心に活動している」が 6 名（19.4％），「どちらかと言え
ば熱心に活動している」が 17 名（54.8％），「どちらとも言えない」が 2 名（6.5％），「あまり熱




























均値の高い順に整理したのが表 1 である。表 1 から，すべての項目で平均 4 ポイントを超えており，
本調査で示した資質能力 20 項目について，いずれも重要であると認識されていることが分かる。
次に，各資質能力の重要度の認識に差があるか否かを分析するために分散分析を行った。その結
果，0.1％水準で有意な主効果がみられた（F (19,598)=3.279, p <.001）。多重比較（Games-Howell
法）の結果，最も重要度を認識している項目は，「⑰強いストレス場面でも，自分の感情をコントロー












































の結果，0.1％水準で有意な主効果がみられた（F (19,598)=3.226, p <.001）。多重比較（Tukey
の HSD 法）の結果，最も自己到達度が高いと認識している項目は，「⑰強いストレス場面でも，
自分の感情をコントロールすることができる」であり，19 項目中 4 項目（資質能力③・⑧・⑭・⑮）
に対して 5％水準の有意差がみられた。また，「⑫チームワークを促すために取る行動」についても，















































価した回答者を抽出し，各回答者の回答のうち上位 3 項目（同率の場合は上位 4 項目まで）を一覧
7にしたものである。これによると，各資質能力の獲得場面として上位に現れるのは，「教育実習」（20
項目中すべて），「大学における授業」（20 項目中 17 項目），「学校でのボランティア活動」（20 項












































































































































































































































ンピテンシーを考える―」『兵庫教育大学教育実践学論集』第 17 号，2016 年，153-165 頁。
図 1　学級経営に必要な資質能力の獲得場面
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